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条 例

　 特 別 職 の 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 公 布 す る 。

　 　 平 成 二 十 三 年 七 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　 　

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 三 号

　 　 　 特 別 職 の 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 特 別 職 の 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 五 条 第 三 項 を 削 り 、 同 条 第 四 項 中 「 及 び 前 項 」 を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と す る 。

　 　 　 附 　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１ 　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２ 　 こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 特 別 職 の 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 出 発 す る 旅 行 か ら 適

用 し 、 同 日 前 に 出 発 し た 旅 行 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

規 則

　 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

　 　 平 成 二 十 三 年 七 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　 　 　 　 　 　 　 　

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号

　 　 　 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 三 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

　 第 八 条 の 二 中 「 四 千 三 十 円 」 を 「 三 千 九 百 四 十 円 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 三 常 時 介 護 を 要 す る 状 態 の 項 中 「 十 万 四 千 七 百 三 十 円 」 を 「 十 万 四 千 五 百 三 十 円 」 に 、 「 五 万 六 千 七 百 九 十 円 」 を

「 五 万 六 千 七 百 二 十 円 」 に 改 め 、 同 表 随 時 介 護 を 要 す る 状 態 の 項 中 「 五 万 二 千 三 百 七 十 円 」 を 「 五 万 二 千 二 百 七 十 円 」 に 、

「 二 万 八 千 四 百 円 」 を 「 二 万 八 千 三 百 六 十 円 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１ 　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２ 　 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 以 下 「 改 正 後 の 規 則 」 と い う 。 ） 第 八 条

の 二 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 年 金 た る 補 償 以 外 の 補 償 （ 休 業 補 償 に あ っ て は 、 当 該 療 養 の 開 始 後

一 年 六 月 を 経 過 し た 日 前 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た も の に 限 る 。 以 下 同 じ 。 ） の 額 の 算 定 の 基 礎 と し て 用 い る 補 償 基 礎 額 に

つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 支 給 す べ き 事 由 が 生 じ た 年 金 た る 補 償 以 外 の 補 償 の 額 の 算 定 の 基 礎 と し て 用 い る 補 償 基 礎 額 に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 　 改 正 後 の 規 則 別 表 第 三 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 の 期 間 に 係 る 介 護 補 償 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 の 期 間 に 係 る 介 護 補 償 に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
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名古屋港管理組合告示第２３号
　平成２３年６月定例名古屋港管理組合議会の議決を経た平成２３年度名古屋港管理組合予算の要領は、次のとおりである。
　　平成２３年７月１日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　　
名古屋市長　河村　たかし　

　　　平成２３年度名古屋港管理組合一般会計予算
　平成２３年度名古屋港管理組合一般会計の予算は、次に定めるところによる。
　（歳入歳出予算）
第１条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３０，４００，０００千円と定める。
２　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」による。
　（債務負担行為）
第２条　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び
限度額は、「第２表　債務負担行為」による。

　（組合債）
第３条　地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる組合債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償
還の方法は、「第３表　組合債」による。

　（一時借入金）
第４条　地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、４，０００，０００千円と定める。
　（歳出予算の流用）
第５条　地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次
のとおりと定める。
　各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における
同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

告 示

　第１表　歳入歳出予算
　　　　歳　　　入

金 額項款

千円

１０，３４５，９４２１  分 担 金 及 び 負 担 金

１０，３４５，９４２１  負 担 金

６，０１０，２２２２  使 用 料 及 び 手 数 料

６，０１０，２１２１  使 用 料

１０２  手 数 料

１，４２７，５０３３  国 庫 支 出 金

１，４２７，５０３１  国 庫 負 担 金

５，１６３，２３８４  財 産 収 入

５，１６３，２１８１  財 産 運 用 収 入

２０２  財 産 売 払 収 入

１０５  寄 附 金

１０１  寄 附 金

３２２，１００６  繰 入 金

３２２，１００１  他 会 計 繰 入 金

４００，０００７  繰 越 金
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千円

４００，０００１  繰 越 金

２，８９０，８１０８  諸 収 入

３１０１  延滞金、加算金及び過料

２，８０９２  預 金 利 子

７５１，３００３  受 託 事 業 収 入

１，８３６，６３９４  貸 付 金 元 利 収 入

２３，５５１５  特 定 施 設 整 備 収 入

２７６，２０１６  雑 入

３，８４０，１７５９  組 合 債

３，８４０，１７５１  組 合 債

３０，４００，０００歳 入 合 計

　　　　
　　　　歳　　　出

金 額項款

千円

１５３，９１９１  議 会 費

１５３，９１９１  議 会 費

３，１７５，１６８２  総 務 費

３，１０４，９２４１  総 務 管 理 費

７０，２４４２  監 査 委 員 費

１，０４９，０７０３  企 画 調 整 費

８９３，５８５１  企 画 調 整 管 理 費

１５５，４８５２  調 査 費

３，０４３，６２８４  港 営 費

１，３４３，７５９１  港 営 管 理 費

１，６９９，８６９２  運 営 費

９，００６，２１５５  建 設 費

１，４３３，９１４１  建 設 管 理 費

７，５７２，３０１２  整 備 費

１３，７７２，０００６  公 債 費

１３，７７２，０００１  公 債 費

２００，０００７  予 備 費
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千円

２００，０００１  予 備 費

３０，４００，０００歳 出 合 計

　　　　
　第２表　債務負担行為

限 度 額期 間事 項

千円

２１，７００平　成　２４　年　度港 湾 計 画 改 訂 調 査 費

１７４，６００平　成　２４　年　度富 浜 緑 地 整 備 費

３６，４００平　成　２４　年　度中 川 口 ポ ン プ 所 整 備 費

　　　　
　第３表　組合債

償 還 の 方 法利 率起債の方法限 度 額起 債 の 目 的

政府資金については融資条件により、銀行
その他の場合には起債年度から据置期間を
含めて３０年度間以内に元利均等、元金均 
等若しくは元金不均等の方法で毎年度１期
若しくは２期に分けて償還し、又は満期日
に元金を一括して償還する。ただし、組合
財政その他の都合により据置期間及び償還
期間を短縮し、若しくは繰上償還し、又は
借り換えることができる。

８．５  ％  以  内
普 通 貸 借
又 は
債 券 発 行

千円

３，２２６，０００公 共 事 業

６１４，１７５
コンテナ埠頭
整 備 事 業

３，８４０，１７５計

　　　平成２３年度名古屋港管理組合基金特別会計予算
　平成２３年度名古屋港管理組合基金特別会計の予算は、次に定めるところによる。
　（歳入歳出予算）
第１条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３９６，０００千円と定める。
２　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」による。

　第１表　歳入歳出予算
　　　　歳　　　入

金 額項款

千円

１１８，０００１  水 族 館 振 興 基 金 収 入

３，３９０１  財 産 収 入

４，５００２  寄 附 金

１０３  繰 越 金

１１０，１００４  積 戻 金

６４，０００２  海 事 文 化 振 興 基 金 収 入

５８０１  財 産 収 入



５名古屋港管理組合公報　第４７９号　平成２３年７月１日

千円

１０２  寄 附 金

１０３  繰 越 金

６３，４００４  繰 入 金

２１４，０００３  環 境 振 興 基 金 収 入

１，９６０１  財 産 収 入

２０２  寄 附 金

２０３  繰 越 金

２１２，０００４  積 戻 金

３９６，０００歳 入 合 計

　　　　
　　　　歳　　　出

金 額項款

千円

１１８，０００１  水 族 館 振 興 基 金

７，９００１  積 立 金

１１０，１００２  繰 出 金

６４，０００２  海 事 文 化 振 興 基 金

６４，０００１  積 立 金

２１４，０００３  環 境 振 興 基 金

２，０００１  積 立 金

２１２，０００２  繰 出 金

３９６，０００歳 出 合 計
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　　　平成２３年度名古屋港管理組合施設運営事業会計予算
　（総　則）
第１条　平成２３年度名古屋港管理組合施設運営事業会計の予算は、次に定めるところによる。
　（業務の予定量）
第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

　（収益的収入及び支出）
第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　　入
第１款  施 設 運 営 事 業 収 益 ２，６２５，０００千円
第１項  営 業 収 益 ２，６２１，６５９千円
第２項  営 業 外 収 益 ３，３２１千円
第３項  特 別 利 益 ２０千円

支　　　　　　　　　出
第１款  施 設 運 営 事 業 費 用 ２，５９０，０００千円
第１項  営 業 費 用 ２，４６８，４５１千円
第２項  営 業 外 費 用 ９１，８０８千円
第３項  特 別 損 失 １９，７４１千円
第４項  予 備 費 １０，０００千円

　（資本的収入及び支出）
第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額８７７，８８０千円
は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１０，０００千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
２５，０００千円及び過年度分損益勘定留保資金８４２，８８０千円で補てんするものとする。）。

収　　　　　　　　　入
第１款  資 本 的 収 入 ３７２，１２０千円
第１項  固 定 資 産 売 却 代 金 １０千円
第２項  寄 附 金 １０千円
第３項  貸 付 金 返 還 金 ２８６，０００千円
第４項  そ の 他 資 本 的 収 入 ８６，１００千円

支　　　　　　　　　出
第１款  資 本 的 支 出 １，２５０，０００千円
第１項  建 設 改 良 費 ５８７，０００千円
第２項  固 定 資 産 購 入 費 ２，３６２千円
第３項  企 業 債 償 還 金 ６６０，６３８千円

　（債務負担行為）
第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

 事　　　項 期　　　間 限　度　額
 貯木場維持補修費 平成２４年度 ２７，５００千円
荷役機械維持補修費 平成２４年度 ４１，０００千円
 荷 役 機 械 整 備 費 平成２４年度 １１３，２００千円

　（一時借入金）
第６条　一時借入金の限度額は、３００，０００千円と定める。
　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費
の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

職員給与費　　　　　４４４，５５６千円

備 考事 項施　　　　設区 分

平方メートル

９１，０９３一般使用許可面積

上　　　屋　　　４１棟

事 業 量

平方メートル

３９，１８６専用使用許可面積

平方メートル

５０３，４５０一般使用許可面積　

貯　木　場　　８か所 平方メートル

９９５，４３０専用使用許可面積

時間

１３，１６０ 使 用 時 間荷 役 機 械　　　１０基

千円
施設維持補修工事及び
 上 屋 等 整 備 工 事

施設の維持補修及び施
設の増補・改良工事

９４４，３００
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　（たな卸資産購入限度額）
第８条　たな卸資産の購入限度額は、２０，０００千円と定める。

　　　平成２３年度名古屋港管理組合埋立事業会計予算
　（総　則）
第１条　平成２３年度名古屋港管理組合埋立事業会計の予算は、次に定めるところによる。
　（業務の予定量）
第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

用地整備　　　　　給水管３４０メートル
　（収益的収入及び支出）
第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　　入
第１款  埋 立 事 業 収 益 ２７９，０００千円
第１項  営 業 外 収 益 ２７８，９７０千円
第２項  特 別 利 益 ３０千円

支　　　　　　　　　出
第１款  埋 立 事 業 費 用 ２９０，０００千円
第１項  営 業 費 用 ２６０，０２２千円
第２項  営 業 外 費 用 １９，９４８千円
第３項  特 別 損 失 ３０千円
第４項  予 備 費 １０，０００千円

　（資本的収入及び支出）
第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，１２２，０００千
円は、繰越工事資金で補てんするものとする。）。

収　　　　　　　　　入
第１款  資 本 的 収 入 ６２３，０００千円
第１項  雑 収 入 ３７６，３８５千円
第２項  貸 付 金 返 還 金 ２４６，６１５千円

支　　　　　　　　　出
第１款  資 本 的 支 出 １，７４５，０００千円
第１項  南 部 地 区 埋 立 事 業 費 ２５，４００千円
第２項  西 部 地 区 埋 立 事 業 費 ２７１，５００千円
第３項  南 ５ 区 埋 立 事 業 費 ５６，０００千円
第４項  総 係 費 １６５，０９０千円
第５項  投 資 有 価 証 券 １，２００，０００千円
第６項  雑 支 出 ２７，０１０千円

　（一時借入金）
第５条　一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。
　（予定支出の各項の経費の金額の流用）
第６条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。
　各項に計上した給料、手当及び法定福利費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各
項の間の流用

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費
の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

職員給与費　　　　　３２８，５６３千円
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名古屋港管理組合告示第２４号
　地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２及び名古屋港管理組合港湾整備事業の設置等に関する条例（昭和４１年
名古屋港管理組合条例第１２号）第７条の規定に基づき、施設運営事業及び埋立事業の平成２２年１０月１日から平成２３年３月３１
日までの期間における業務の状況を次のとおり公表する。
　　平成２３年７月１日

名古屋港管理組合管理者　　　　　　　　
名古屋市長　河村　たかし　

　　　名古屋港管理組合施設運営事業会計の業務の状況
１　事業の概況
　�　経営業務
　　　この期間中における各事業の収益額及び提供施設量は、次のとおりである。

　　　（注）提供施設量は、平成２３年３月３１日現在の数量であり、面積は、有効面積である。
　�　建設改良事業
　　ア　上屋整備事業
　　　　稲永ふ頭北４号上屋受変電設備の改修工事をした。
　　イ　荷役機械整備事業
　　　　飛島北３号起重機の改修工事を施工し、金城ふ頭４号起重機の改修工事に着手した。
２　経理の状況
　�　平成２２年度予算に対する執行済額

提 供 施 設 量収 益 額区 分
円

一般使用 ２３棟 （ ９１，０９３㎡）
専用使用 １８棟 （ ３９，１８６㎡）
一般使用 １か所 （ ５０３，４５０㎡）
専用使用 ７か所 （ ９９５，４３０㎡）
 １０基

４７８，９０８，５２６

１４５，０６５，４４５

６９６，３３９，８２２

上 屋 運 営 事 業

貯 木 場 運 営 事 業

荷役機械運営事業

備　　　　　考執　行　済　額予　算　額区　　　　分
円円

２，６７４，５４７，０９７
２，５４９，４８７，８４７

２，７１０，０００，０００
２，６９１，０００，０００

（収益的収入及び支出）
施設運営事業収益
施設運営事業費用

資本的収入額が資本的支出額に不足する額
７７９，２０２，６９０円は、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額７，８５５，８３４円及び過年度分損
益勘定留保資金７７１，３４６，８５６円で補てんした。

２８１，０００，０００
１，０６０，２０２，６９０

２８１，０３０，０００
１，０９０，０００，０００

（資本的収入及び支出）
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
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　�　施設運営事業会計合計残高試算表
平成２３年３月３１日現在　

貸　　　　　　　　方
勘　定　科　目

借　　　　　　　　方

残　　高合　　計当　　期当　　期合　　計残　　高

円円円円円円

１９，８３６，６１５，１３４１，２３１，０６６，５０７固　定　資　産５５５，９８６，２０６３２，１１０，２１４，２８９１２，２７３，５９９，１５５

１９，５５４，２０３，４８３９４８，６５４，８５６  有形固定資産５５５，９８６，２０６３１，４８３，４４７，９１６１１，９２９，２４４，４３３

１，４１１，６５１１，４１１，６５１  無形固定資産５９，７６６，３７３５８，３５４，７２２

２８１，０００，０００２８１，０００，０００  投 資５６７，０００，０００２８６，０００，０００

７，７２６，３３６，０２３３，４８７，８３１，０３９流　動　資　産４，０３１，３６７，３２９１１，１５６，１５５，５７５３，４２９，８１９，５５２

３，４１３，３２５，３９５１，３４３，６９８，０１１  現 金 ・ 預 金１，８４２，３８１，９４９６，３３１，１８０，０９５２，９１７，８５４，７００

３，６１１，３７６，５４９１，８４２，３８１，９４９  未 収 金１，９０３，４５９，８０４３，９００，１３２，４５３２８８，７５５，９０４

５９９，８２７，０００１９９，９４４，０００  有 価 証 券１９９，９２８，０００７９９，７５５，０００１９９，９２８，０００

３，１０２，００３３，１０２，００３  貯 蔵 品１１，９８２，９５１８，８８０，９４８

９８，７０５，０７６９８，７０５，０７６  その他流動資産８５，５９７，５７６１１３，１０５，０７６１４，４００，０００

６９８，８６４，０２８４，２６３，５８１，９８０２，１５２，２８９，７９１流　動　負　債１，４７９，２４９，２１１３，５６４，７１７，９５２

６８０，６６９，８６０４，０９３，９９５，２５５２，０１６，３３７，９１３  未 払 金１，３４３，６９８，０１１３，４１３，３２５，３９５

１８，１９４，１６８１６９，５８６，７２５１３５，９５１，８７８  その他流動負債１３５，５５１，２００１５１，３９２，５５７

９，４６７，５３０，８７８１０，１６３，０２６，５６８資　　本　　金３２２，０７３，０６２６９５，４９５，６９０

８，１７３，１１０，９１５８，１７３，１１０，９１５  自 己 資 本 金

１，２９４，４１９，９６３１，９８９，９１５，６５３  借 入 資 本 金３２２，０７３，０６２６９５，４９５，６９０

５，４１９，８２０，５２７６，８１５，４４２，８７８４２１，８９９，１２３剰　　余　　金４２１，８９９，１２３１，３９５，６２２，３５１

５，５４９，７４５，５０９５，５４９，７４５，５０９  資 本 剰 余 金

４２１，８９９，１２３  利 益 剰 余 金４２１，８９９，１２３

８４３，７９８，２４６４２１，８９９，１２３  欠 損 金４２１，８９９，１２３９７３，７２３，２２８１２９，９２４，９８２

２，５５３，９７５，０７９２，６７４，６０５，０９７１，４０７，０３８，６０６施設運営事業収益１２０，６３０，０１８１２０，６３０，０１８

２，５３２，５０１，３９４２，６５３，０７３，４１２１，３８７，５２７，６９４  営 業 収 益１２０，５７２，０１８１２０，５７２，０１８

６，９２２，９９２６，９８０，９９２４，９６０，２１９  営 業 外 収 益５８，０００５８，０００

１４，５５０，６９３１４，５５０，６９３１４，５５０，６９３  特 別 利 益

５２，７６４，８２１５２，７３５，４７２施設運営事業費用１，８２１，６５５，５８９２，４８９，５３６，６２６２，４３６，７７１，８０５

５２，７６４，４６１５２，７３５，１１２  営 業 費 用１，７６９，１６３，７７９２，４０２，０７０，００９２，３４９，３０５，５４８

３６０３６０  営 業 外 費 用３７，９４１，１１７７２，９１５，９２４７２，９１５，５６４

  特 別 損 失１４，５５０，６９３１４，５５０，６９３１４，５５０，６９３

１８，１４０，１９０，５１２５１，５３２，３７２，５０１８，７５２，８６０，５３８合　　　計８，７５２，８６０，５３８５１，５３２，３７２，５０１１８，１４０，１９０，５１２
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３　平成２３年度予算の概要
　�　経営業務
　　　各事業の収益予定額及び提供施設量は、次のとおりである。

　　　（注）面積は、有効面積である。
　�　建設改良事業
　　ア　上屋整備事業
　　　　稲永ふ頭受電所受変電設備の改修を行うものである。
　　イ　荷役機械整備事業
　　　　金城ふ頭４号起重機の改修・移設を行うものである。
　�　平成２３年度名古屋港管理組合施設運営事業会計予算
　（総　則）
第１条　平成２３年度名古屋港管理組合施設運営事業会計の予算は、次に定めるところによる。
　（業務の予定量）
第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

　（収益的収入及び支出）
第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　　入
第１款  施 設 運 営 事 業 収 益 ２，６２５，０００千円
第１項  営 業 収 益 ２，６２１，６５９千円
第２項  営 業 外 収 益 ３，３２１千円
第３項  特 別 利 益 ２０千円

支　　　　　　　　　出
第１款  施 設 運 営 事 業 費 用 ２，５９０，０００千円
第１項  営 業 費 用 ２，４６８，４５１千円
第２項  営 業 外 費 用 ９１，８０８千円
第３項  特 別 損 失 １９，７４１千円
第４項  予 備 費 １０，０００千円

　（資本的収入及び支出）
第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額８７７，８８０千円
は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１０，０００千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２５，０００
千円及び過年度分損益勘定留保資金８４２，８８０千円で補てんするものとする。）。

収　　　　　　　　　入
第１款  資 本 的 収 入 ３７２，１２０千円
第１項  固 定 資 産 売 却 代 金 １０千円
第２項  寄 附 金 １０千円
第３項  貸 付 金 返 還 金 ２８６，０００千円
第４項  そ の 他 資 本 的 収 入 ８６，１００千円

提 供 施 設 量収 益 額区 分
円

一般使用 ２３棟 （ ９１，０９３㎡）
専用使用 １８棟 （ ３９，１８６㎡）
一般使用 １か所 （ ５０３，４５０㎡）
専用使用 ７か所 （ ９９５，４３０㎡）
 １０基

８６２，４０６，０００

３８０，３５７，０００

１，２７５，４４６，０００

上 屋 運 営 事 業

貯 木 場 運 営 事 業

荷役機械運営事業

備　　　考事　　　　　　項施　　　　設区　　　　分
平方メートル

９１，０９３一般使用許可面積

上　　　　　屋　　　　４１棟

事　　業　　量

平方メートル

３９，１８６専用使用許可面積

平方メートル

５０３，４５０一般使用許可面積　

貯　　木　　場　　　８か所 平方メートル

９９５，４３０専用使用許可面積

時間

１３，１６０ 使 用 時 間荷　役　機　械　　　　１０基

千円
施設維持補修工事及び
 上 屋 等 整 備 工 事

施設の維持補修及び施設の増
補・改良工事

９４４，３００
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支　　　　　　　　　出
第１款  資 本 的 支 出 １，２５０，０００千円
第１項  建 設 改 良 費 ５８７，０００千円
第２項  固 定 資 産 購 入 費 ２，３６２千円
第３項  企 業 債 償 還 金 ６６０，６３８千円

　（債務負担行為）
第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

　　　　 　　事　　　項 　　　　　　　期　　　間 　　　　　限　度　額
 貯木場維持補修費 平成２４年度 ２７，５００千円
荷役機械維持補修費 平成２４年度 ４１，０００千円
 荷 役 機 械 整 備 費 平成２４年度 １１３，２００千円

　（一時借入金）
第６条　一時借入金の限度額は、３００，０００千円と定める。
　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費
の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

職員給与費　　　　　４４４，５５６千円
　（たな卸資産購入限度額）
第８条　たな卸資産の購入限度額は、２０，０００千円と定める。

　　　名古屋港管理組合埋立事業会計の業務の状況
１　事業の概況
　�　経営業務

この期間中の収入は、受取利息、埋立地貸付料等による１５４，５２２，６１１円である。
これに対する支出は、一般管理費、維持補修費、一般会計負担金等の１９７，１３４，２２８円である。

　�　造成事業
　　ア　南部地区事業

この期間における事業の概要は、緑地維持及び道路清掃を行った。
　　イ　西部地区事業

この期間における事業の概要は、西部第１貯木場跡地において排水管布設を行った。
　　ウ　南５区事業

この期間における事業の概要は、Ⅲ工区緑地基本計画調査及び橋梁点検調査を行った。
２　経理の状況
　�　平成２２年度予算に対する執行済額

備　　　　　考執　行　済　額予　算　額区　　　　分
円円

２９３，２６８，０５３
３１０，２６２，７３８

２８９，７２４，０００
３５１，０００，０００

（収益的収入及び支出）
埋 立 事 業 収 益
埋 立 事 業 費 用

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額
３，５５２，７４４，６６４円は、繰越工事資金３，５５１，７４４，６６４
円及び減債積立金１，０００，０００円で補てんした。

５３２，０２６，６２９
４，０８４，７７１，２９３

５２５，８９５，０００
４，３７９，２９４，０００

（資本的収入及び支出）
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
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　�　埋立事業会計合計残高試算表
平成２３年３月３１日現在　

貸　　　　　　　　方
勘　定　科　目

借　　　　　　　　方

残　　高合　　計当　　期当　　期合　　計残　　高
円円円円円円

２，０８０，７６０，４６３２，０７６，３６６，１４４固　定　資　産２，０９４，６８９，６０５８，３３１，６６０，８７９６，２５０，９００，４１６

４，７６０，４６３３６６，１４４  有形固定資産４０，０５５５，７０６，３２９９４５，８６６

２，０７６，０００，０００２，０７６，０００，０００  投 資２，０９４，６４９，５５０８，３２５，９５４，５５０６，２４９，９５４，５５０

３６，９８９，１７４，１８０１１１，４６８，２６７土　地　造　成４１７，３３７，０８２１１１，３８６，７１７，４６５７４，３９７，５４３，２８５

  完 成 土 地７８６，６７９，７７８７８６，６７９，７７８

３６，９８９，１７４，１８０１１１，４６８，２６７  未 成 土 地４１７，３３７，０８２１１０，６００，０３７，６８７７３，６１０，８６３，５０７

２４，２３４，１１０，０３３１１，９０６，７２０，５５１流　動　資　産１１，７０９，０８１，１４６３６，６０６，１８５，２３１１２，３７２，０７５，１９８

９，４６３，３０４，２６８６，１０６，１６７，１３１  現 金 ・ 預 金５，０４４，３５１，１６４１９，１０９，０３２，０４７９，６４５，７２７，７７９

７，８１７，５８２，７０９３，１４４，３５１，１６４  未 収 金３，０４８，５０１，２２６７，８３０，６０７，１２８１３，０２４，４１９

６，８９５，８５１，１００２，５９８，８３０，３００  有 価 証 券３，５９８，６３２，３００９，５９４，７７４，１００２，６９８，９２３，０００

５２，１４４，７００５２，１４４，７００  前 払 金１２，８６９，２００５２，１４４，７００

５，２２７，２５６５，２２７，２５６  その他流動資産４，７２７，２５６１９，６２７，２５６１４，４００，０００

５９，８６５，９１６，０６１５９，８６５，９１６，０６１固　定　負　債

５９，４５３，７９５，０６１５９，４５３，７９５，０６１  前 受 金

４１２，１２１，０００４１２，１２１，０００  その他固定負債

３５４，８２５，２５８９，８４５，００５，２６０６，４５８，７１１，３３４流　動　負　債６，１２１，２２０，８４６９，４９０，１８０，００２

３３７，２３７，４２４９，８０１，０８９，０９２６，４４３，９４４，６０５  未 払 金６，１０６，７１４，５３１９，４６３，８５１，６６８

１７，５８７，８３４４３，９１６，１６８１４，７６６，７２９  その他流動負債１４，５０６，３１５２６，３２８，３３４

３１，９３９，４３７，１９０３２，１７６，０８９，１９０１，０００，０００資　　本　　金１６８，３２６，０００２３６，６５２，０００

３１，９３９，４３７，１９０３１，９３９，４３７，１９０１，０００，０００  自 己 資 本 金

２３６，６５２，０００  借 入 資 本 金１６８，３２６，０００２３６，６５２，０００

８７９，７２６，７２８１，０２１，１７９，５７４剰　　余　　金１，０００，０００１４１，４５２，８４６

３，１０８，８９４３，１０８，８９４  資 本 剰 余 金

８７６，６１７，８３４９４７，８４４，２５７  利 益 剰 余 金１，０００，０００７１，２２６，４２３

７０，２２６，４２３  欠 損 金７０，２２６，４２３

２９０，２６３，０８６２９２，９５９，７６２１５７，２１９，２８７ 埋立事業収益２，６９６，６７６２，６９６，６７６

２９０，２６３，０８６２９２，９５９，７６２１５７，２１９，２８７  営 業 外 収 益２，６９６，６７６２，６９６，６７６

８１８，２００７６７，０９９ 埋立事業費用１９７，９０１，３２７３１０，４６７，６２４３０９，６４９，４２４

８１８，１６４７６７，０６３  営 業 費 用１９５，２２８，２０７２９１，４８３，３３４２９０，６６５，１７０

３６３６  営 業 外 費 用２，６７３，１２０１８，９８４，２９０１８，９８４，２５４

９３，３３０，１６８，３２３１６６，５０６，０１２，７２３２０，７１２，２５２，６８２合　　　計２０，７１２，２５２，６８２１６６，５０６，０１２，７２３９３，３３０，１６８，３２３
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３　平成２３年度予算の概要
　�　経営業務

　埋立事業収益は、受取利息、埋立地貸付料等で２７９，０００千円を予定している。
　埋立事業費用は、一般管理に要する費用である一般管理費、清算地区施設の維持補修に要する費用である維持補修費、
共通経費等一般会計への負担金である一般会計負担金等で２９０，０００千円を予定している。

　�　造成事業
　南部地区においては、南部地区維持管理等を予定している。
　西部地区においては、前年度に引き続き西部第１貯木場跡地整備等を予定している。
　南５区においては、南５区維持管理等を予定している。

　�　平成２３年度名古屋港管理組合埋立事業会計予算
　（総　則）
第１条　平成２３年度名古屋港管理組合埋立事業会計の予算は、次に定めるところによる。
　（業務の予定量）
第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

用地整備　　　　　給水管３４０メートル
　（収益的収入及び支出）
第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　　入
第１款  埋 立 事 業 収 益 ２７９，０００千円
第１項  営 業 外 収 益 ２７８，９７０千円
第２項  特 別 利 益 ３０千円

支　　　　　　　　　出
第１款  埋 立 事 業 費 用 ２９０，０００千円
第１項  営 業 費 用 ２６０，０２２千円
第２項  営 業 外 費 用 １９，９４８千円
第３項  特 別 損 失 ３０千円
第４項  予 備 費 １０，０００千円

　（資本的収入及び支出）
第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，１２２，０００千
円は、繰越工事資金で補てんするものとする。）。

収　　　　　　　　　入
第１款  資 本 的 収 入 ６２３，０００千円
第１項  雑 収 入 ３７６，３８５千円
第２項  貸 付 金 返 還 金 ２４６，６１５千円

支　　　　　　　　　出
第１款  資 本 的 支 出 １，７４５，０００千円
第１項  南 部 地 区 埋 立 事 業 費 ２５，４００千円
第２項  西 部 地 区 埋 立 事 業 費 ２７１，５００千円
第３項  南 ５ 区 埋 立 事 業 費 ５６，０００千円
第４項  総 係 費 １６５，０９０千円
第５項  投 資 有 価 証 券 １，２００，０００千円
第６項  雑 支 出 ２７，０１０千円

　（一時借入金）
第５条　一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。
　（予定支出の各項の経費の金額の流用）
第６条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。
　各項に計上した給料、手当及び法定福利費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各
項の間の流用

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費
の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

職員給与費　　　　　３２８，５６３千円
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議 会 事 項
６月１０日招集された定例名古屋港管理組合議会は、会期を７日間と決定し、１６日議事終了閉会した。
付議事件等及びその結果は、下記のとおりである。

記
１　議長選挙

伊　神　邦　彦　議員当選
２　副議長選挙

横　井　五　六　議員当選
３　常任委員会委員の選任
 企画総務委員会 田　辺　雄　一
  飛　田　常　年
  西　川　厚　志
  余　語　さやか
  河　合　　　優
  宮　地　美　角
  �　田　真　人
  熊　田　裕　通
  近　藤　良　三
  ば　ば　のりこ
  直　江　弘　文
  渡　辺　義　郎
  久　野　浩　平
  園　田　晴　夫
  伊　神　邦　彦
 港営建設委員会 中　川　貴　元
  佐　藤　一　志
  河　合　洋　介
  柴　田　高　伸
  玉　置　真　悟
  伊　藤　辰　夫
  渡　辺　房　一
  うさみ　いく愛
  木　藤　俊　郎
  いなもと 和 仁
  岡　本　善　博
  青　山　秋　男
  黒　川　慶　一
  山　口　清　明
  横　井　五　六
　なお、委員長及び副委員長は、各委員会において互選の結果、次のとおり決定された。

 企画総務委員会 委 員 長 田　辺　雄　一
   副委員長 西　川　厚　志
 港営建設委員会 委 員 長 伊　藤　辰　夫
   副委員長 渡　辺　房　一
４　国際競争力強化特別委員会設置について 　　　　可　　決
  　閉会中継続調査
５　同特別委員会委員の選任
  中　川　貴　元
  佐　藤　一　志
  河　合　洋　介
  柴　田　高　伸
  玉　置　真　悟
  田　辺　雄　一
  飛　田　常　年
  伊　藤　辰　夫
  西　川　厚　志
  余　語　さやか
  河　合　　　優
  宮　地　美　角
  �　田　真　人
  熊　田　裕　通
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  渡　辺　房　一
  うさみ　いく愛
  木　藤　俊　郎
  いなもと 和 仁
  岡　本　善　博
  青　山　秋　男
  近　藤　良　三
  黒　川　慶　一
  ば　ば　のりこ
  山　口　清　明
  直　江　弘　文
  渡　辺　義　郎
  久　野　浩　平
  園　田　晴　夫
  横　井　五　六
  伊　神　邦　彦
　　なお、委員長及び副委員長は、特別委員会において互選の結果、次のとおり決定された。
  委 員 長 伊　神　邦　彦
  副委員長 横　井　五　六
６　副管理者選任の同意について（名古屋市副市長） 同　　意
７　監査委員選任の同意について（組合議会議員） 同　　意
８　監査委員選任の同意について（愛知県監査委員） 同　　意
９　平成２３年度名古屋港管理組合一般会計予算 原案可決
１０　平成２３年度名古屋港管理組合基金特別会計予算 原案可決
１１　平成２３年度名古屋港管理組合施設運営事業会計予算 原案可決
１２　平成２３年度名古屋港管理組合埋立事業会計予算 原案可決
１３　特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について 原案可決
１４　権利の放棄及び和解について 原案可決
１５　各常任委員会における閉会中の継続調査について 可　　決
１６　議員派遣について 可　　決

発行所　名古屋市港区港町１番１１号

名古屋港管理組合






